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概 要  
こ の マ ニュ ア ル で は、 Merging 社 の   Anubis,   Horus,   Hapi   を オー ディ オ イ ン ター フェー ス と し て 使 ⽤ す る 
こ と を 想 定 し て 説 明 を し て い ま す。  

「  Pyramix   Native   の セッ ト アッ プ 」 内 の 設 定 を 全 て ⾏っ て く だ さ い。 こ の マ ニュ ア ル で は、 全 て の ア プ 
リ ケー ショ ン の イ ン ス トー ル と 設 定 が 完 了 し て い る と し て、 説 明 を ⾏っ て い ま す。  
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http://www.dspj.co.jp/~manuals/MergingTechnologies/Setup/PyramixNative%E3%81%AE%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97_2020.pdf


 
 

 
  

PC 起 動 直 後 の 操 作  
PC を 起 動 し、 オー ディ オ   イ ン ター フェー ス に 電 源 を ⼊ れ、 ケー ブ ル を 接 続 し た ら、 MT   Discovery   を 起 
動 さ せ て く だ さ い。  

 
注 意 ： MT   Discovery   を ⾃ 動 起 動 に し て、 PC の 起 動 直 後 に ⾃ 動 的 に 起 動 し て お く と 便 利 で す。 設 定 す る 
に は、 以 下 の ⼿ 順 を ⾏ い ま す。  

1. ” ス ター ト メ ニュー   >   全 て の ソ フ ト ウェ ア   >   Windows   シ ス テ ム   ツー ル   >   ファ イ ル 名 を 指 定 し 
て 実 ⾏”   を 開 き ま す。  

2. ウ イ ン ドゥ に   “shell:startup”   と タ イ プ し て エ ン ター し ま す。  

 
3. C:\Users\ （ロ グ イ ン し て い る ユー ザー 名） \AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Start  

Menu\Programs\Startup   が 開 き ま す。  
4. こ の フォ ル ダ 内 に、 デ ス ク トッ プ 上 の   MT   Discovery   の ショー ト カッ ト   ア イ コ ン を コ ピー し て 
貼 り 付 け ま す。  

MT   Discovery   
MT   Discovery   は、 オー ディ オ   ネッ ト ワー ク 上 （ MAD で オー ディ オ   ネッ ト ワー ク ⽤ に 設 定 し た LAN ポー 
ト の ネッ ト ワー ク） に あ る、 オー ディ オ   ディ バ イ ス を 発 ⾒ し て 表 ⽰ し ま す。  

 

● エ ン ト リー   を ダ ブ ル ク リッ ク す る と、 そ の 機 器 が 提 供 し て い る   Web   GUI   が 開 き ま す。  
● 右 ク リッ ク   ⇒   Open   Advanced   で、” Advanced   ペー ジ”   と 呼 ば れ る   Web   UI   が 表 ⽰ さ れ ま す （こ 
れ は ⾼ 度 な 設 定 を ⾏ う 場 合 に の み 必 要 で す）。  

MT   Discovery   に は、 Anubis,   Horus,   Hapi   な ど、 Merging 機 器 と MAD が エ ン ト リー に ⼊っ て い る は ず で 
す。  

● MAD が エ ン ト リー に 現 れ な い 場 合、 MAD が 正 し く イ ン ス トー ル さ れ て い な い 場 合 が 考 え ら れ ま 
す。  
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● Anibis,   Horus,   Hapi   （使 ⽤ し て い る 機 器） が エ ン ト リー に 現 れ な い 場 合、 LAN ケー ブ ル が 正 し 
く 接 続 さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。  

MT   Discovery   上 に 必 ず こ れ ら が 表 ⽰ さ れ て い る こ と を 確 認 し て、 次 の ス テッ プ に 進 ん で く だ さ い。  

MAD 設 定 の 確 認  
Merging   Audio   Device   は 正 し く 設 定 し て い な い と、 オー ディ オ を 希 望 通 り に ネッ ト ワー ク に 流 せ ま せ 
ん。  

ま た、 同 じ ネッ ト ワー ク の 機 器 は、 同 じ サ ン プ ル レー ト で あ る こ と が AoIP の 条 件 で す。  

MAD は、 シ ス テ ム に よっ て 様々 な 設 定 ⽅ 法 を ⾏ う こ と が で き ま す が、 こ の 章 で は ⼀ 般 的 な Pyramix で の 
セッ ト アッ プ を 紹 介 し て い ま す。  

1. 利 ⽤ す る （で き る） チャ ン ネ ル 数 の 設 定 ：  
DSD/DXD の 場 合、 下 図 の ⻘ 枠 の 数 が 希 望 す る ⼊ 出 ⼒ 数 に 達 し て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。  
下 の 例 で は、 DSD/DXD モー ド で   ” ２”   ch の ⼊ 出 ⼒ が 得 ら れ う よ う、 ⾚ 枠 内 を   ”16 （ 1Fs 時 に 16 チャ ン ネ 
ル）”   と 設 定 し て い ま す。  

2. サ ン プ リ ン グ   レー ト を 決 定 す る ホ ス ト の 設 定 ：  
Master   ASIO   host   を   “Pyramix”   に 設 定 し ま す。 こ れ に よ り、 Pyramix で 設 定 し た サ ン プ リ ン グ レー ト で 
MAD が 動 作 す る こ と を 意 味 し ま す。  

 

オー ディ オ   イ ン ター フェー ス が サ ン プ リ ン グ 周 波 数 を 決 め る よ う に、 或 い は MAD が 決 め る よ う に 設 定 
す る こ と が で き ま す。  
シ ス テ ム の 運 ⽤ 上、 ユー ザー が 最 も 操 作 し や す い 設 定 を 検 討 し て く だ さ い。  

MAD に つ い て の 詳 細 は、  マ ニュ ア ル  を 参 照 し て く だ さ い。  
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http://www.dspj.co.jp/~manuals/MergingTechnologies/MAD/Merging%20Audio%20Device.pdf


 
 

 
  

オー ディ オ イ ン ター フェー ス の 設 定 の 確 認  
オー ディ オ   イ ン ター フェー ス も、 Pyramix   が 設 定 し た サ ン プ リ ン グ レー ト に ⾃ 動 的 に 追 従 し て 動 作 す 
る べ き で す。  

● Horus,   Hapi   で は、 Setup   >   Formats   に あ る   “Auto”   を   緑 ⾊ （ ON   /   ENABLE ）   の 状 態 に し て く 
だ さ い。  

 

● Anubis   で は、 Web   GUI   >   左 上 の メ ニュー ア イ コ ン を ク リッ ク   >   Show   Settings   >   General   >  
SAMPLE   RATE   の   Auto   を   “ON”   に し て く だ さ い・  

 

 
※ 参 考 資 料  
Horus マ ニュ ア ル  
Hapi マ ニュ ア ル  
Anubis マ ニュ ア ル   
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http://www.dspj.co.jp/~manuals/MergingTechnologies/Horus_Hapi_UserManual/Horus%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB.pdf
http://www.dspj.co.jp/~manuals/MergingTechnologies/Horus_Hapi_UserManual/Hapi%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB.pdf
http://www.dspj.co.jp/~manuals/MergingTechnologies/ANUBIS/Manual/ANUBIS%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB_V21.07.2020.pdf


 
 

 
  

Pyramix の 起 動  
デ ス ク トッ プ 上 の   “Pyramix”   ショー ト カッ ト を ダ ブ ル ク リッ ク し て、 Pyramix を 起 動 さ せ て く だ さ い。  
初 回 の 起 動 時 の み、 キー ボー ド   ショー ト カッ ト を 選 択 す る ダ イ ア ロ グ が 表 ⽰ さ れ ま す。  
キー ボー ド   ショー ト カッ ト は 後 で 変 更 で き ま す の で、” Pyramix   (recommended)”   を 選 択 し て OK を ク 
リッ ク し て く だ さ い。  

Pyramix が 起 動 す る と、 Project が 空 の 状 態 で 起 動 し ま す。 こ の GUI は 下 図 の 様 に なっ て い ま す。  

 
Pyramix は、 Project   の 中 の ト ラッ ク に ⾳ を 録 ⾳ し、 編 集 し ま す。  

⾳ の 流 れ と プ ロ ジェ ク ト に つ い て  
簡 単 に ⾳ の 流 れ を 説 明 し ま す。  

1. ⾳ は、 Anubis,   Horus,   Hapi   で AD 変 換 さ れ、 IP と なっ て PC に 到 達 し ま す。  
2. IP と なっ た ⾳ は、 ANEMAN の 設 定 に 従っ て、 ア プ リ ケー ショ ン で あ る Pyramix に 到 達 し ま す。  
3. ア プ リ ケー ショ ン （ Pyramix ） に 到 達 し た ⾳ は、 さ ら に   Pyramix   Project   内 の   Mixer   で 振 り 分 け 
ら れ （ Routing さ れ）、 ト ラッ ク に 到 達 し、 録 ⾳ さ れ ま す。  

4. ト ラッ ク で 再 ⽣ さ れ た ⾳ は、 Pyramix   Mixer   か ら 再 ⽣ さ れ ま す。  
5. ア プ リ ケー ショ ン か ら 出 た ⾳ は、 再 度、 ANEMAN で ルー ティ ン グ さ れ、 Anubis,   Horus,   Hapi   に 
送 ら れ ま す。  

6. 最 後 に   Anubis,   Horus,   Hapi   で DA 変 換 さ れ、 出 ⼒ さ れ ま す。  

従っ て、 Project   は、 ⾳ の サ ン プ リ ン グ 周 波 数,   ビッ ト ⻑,   ト ラッ ク 数,   ト ラッ ク と Mixer   の 割 り 当 て な ど 
の 情 報 を 持っ て い ま す。  
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プ ロ ジェ ク ト の 作 成  
Pyrmix で は、 ユー ザー が ⾃ ⾝ で 作 業 し や す い プ ロ ジェ ク ト を 作 成 し、 テ ン プ レー ト と し て 保 存 し て お く 
こ と で、 次 回 か ら テ ン プ レー ト を 利 ⽤ し て 簡 単 に セッ ショ ン を 開 始 す る こ と が で き ま す。  

こ こ で は、 最 初 の   Project   の 作 成 ⽅ 法 と、 Template   と し て 保 存 す る や り ⽅ を 解 説 し て い ま す。  

1. Pyramix の メ ニュー   Project   >   New   を 選 び ま す。  

 

2. Wizard が 起 動 し て、 Project   の サ ン プ リ ン グ 周 波 数 と ビッ ト ⻑ を 設 定 す る ダ イ ア ロ グ が 表 ⽰ さ 
れ ま す。  

3. DSD プ ロ ジェ ク ト を 作 成 し た い 場 合 は、” DSD   Project   ….”   に チェッ ク を ⼊ れ、 DSD の サ ン プ リ 
ン グ   レー ト （ DSD64/128/256 の い ず れ か） を 設 定 し、” 次 へ”   を ク リッ ク し ま す。  

 

4. “Setup   a   new   Project   Workspace”   の チェッ ク ボッ ク ス に チェッ ク を ⼊ れ ま す。  

4.1. ”Project   Name”   に 適 当 な プ ロ ジェ ク ト 名 を タ イ プ し ま す。  

4.2. “Project   &   Media   Location”   に こ れ か ら 録 ⾳ す る オー ディ オ   ファ イ ル を 格 納 す る HDD の 

場 所 を 指 定 し ま す。 欄 の 右 に あ る を ク リッ ク す る と ブ ラ ウ ザ が 起 動 し ま す。 こ の 
例 で は 「 D ディ ス ク の 最 も 上 の 場 所 に 格 納 す る」 こ と に し ま す。 こ の 例 の 設 定 で は、 
HDD   ”D”   の 直 下 に 「 DSD256_Project 」 と 名 前 の フォ ル ダ が 作 成 さ れ、 さ ら に そ の 中 に  
「 Media 」 と い う 名 前 の フォ ル ダ が 作 成 さ れ ま す。 オー ディ オ   ファ イ ル は  
”D:\DSD256_Project\Media”   に 記 録 さ れ ま す。   ” 次 へ (N)   >”   を ク リッ ク し ま す。  
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5. ”Use   Mixer   Wizard”   に チェッ ク を ⼊ れ、 “完 了”   を ク リッ ク し ま す。  

 

6. Mixer   Wizard   の   Welcome   メッ セー ジ が 表 ⽰ さ れ ま す。 “次 へ (N)   >”   を を ク リッ ク し ま す。  

 

7. DSD プ ロ ジェ ク ト の 場 合 は、 単 純 に 録 ⾳ に 必 要 な ト ラッ ク 数 （ 8 ま た は 16,   24,   32   な ど 8 の 倍 
数） を ⼊ ⼒ し、” 次 へ (N)   >”   を を ク リッ ク し ま す。  
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※ 注 意 ： ２ ト ラッ ク の み の DSD を 録 ⾳ を ⾏ い た い 場 合 で も、 必 ず   “8”   を ⼊ ⼒ し て く だ さ い。  

 

8. ”Connect   automatically   as   many   inputs   and   outputs   as   possible （⼊ 出 ⼒ を 可 能 な 限 り ⾃ 動 的 に 
接 続 す る）”   に チェッ ク を ⼊ れ、” 完 了”   を ク リッ ク し ま す。  
※ 注 意 ： こ の 例 で は 初 め て プ ロ ジェ ク ト を 作 成 し ま す の で、 こ こ に チェッ ク を ⼊ れ て も Mixer の 
⼊ 出 ⼒ が オー ディ オ   イ ン ター フェー ス と ⾃ 動 的 に 接 続 さ れ る こ と は あ り ま せ ん。  

 

9. 8 ト ラッ ク の DSD256 の 空 の プ ロ ジェ ク ト が 起 動 し ま す。  
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こ れ で Pyramix 側 の 録 ⾳ 環 境 の 準 備 は 整 い ま し た。  

次 は   ANEMAN   で、 オー ディ オ   イ ン ター フェー ス か ら ア プ リ ケー ショ ン ま で の ⾳ の 経 路 を 設 定 し ま す。  
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ANEMAN  
● ANEMAN   に は、” WORLD   VIEW”   と   “MATRIX”   の セ ク ショ ン が あ り ま す。  
● ”WORLD   VIEW”   で、 ク リッ ク で 選 択 し た も の の   I/O   が   “MATRIX”   に 表 ⽰ さ れ ま す。  
● ”WORLD   VIEW”   で、 ド ラッ グ で 複 数 の デ バ イ ス を 選 択 す る と、 選 択 し た も の の   I/O   が  

“MATRIX”   に 表 ⽰ さ れ ま す。  
● “MATRIX”   の 縦 列 は、 選 択 し た 機 器 の 出 ⼒ が 表 ⽰ さ れ て い ま す。  
● “MATRIX”   の 横 列 は ⼊ ⼒ が 表 ⽰ さ れ て い ま す。  

WORLD   VIEW   で 複 数 の デ バ イ ス を 選 択 し、 I/O の 交 点 を ク リッ ク で 接 続 し て い き ま す。  

 
※ANEMAN に つ い て の 詳 細 は、  マ ニュ ア ル  を 参 照 し て く だ さ い。  

10. ANEMAN を 起 動 し、 “WORLD   VIEW”   の 空 ⽩ を ク リッ ク し、 上 に あ る   “New   Sample   Rate   Zone”  
を ク リッ ク し て く だ さ い。  
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http://www.dspj.co.jp/~manuals/MergingTechnologies/ANEMAN/ANEMAN%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB.pdf


 
 

 
  

11. サ ン プ ル レー ト   ゾー ン が 作 成 さ れ た ら、 ク ラ ウ ン の 位 置 に   ”ASIO”   を ド ラッ グ し て 持っ て い き 
ま す。 中 に ⼊ れ ら れ る と 同 時 に、 ASIO は 緑 に ハ イ ラ イ ト さ れ、 SampleRate   Zone   は DSD/DXD 
と 表 ⽰ さ れ ま す。  

 
12. さ ら に こ の ゾー ン に オー ディ オ イ ン ター フェー ス （こ の 例 で は   Anubis ） を ⼊ れ ま す。  
こ れ で、 ２ つ の デ バ イ ス は、 ASIO 側 （ MAD で 設 定 し た ASIO   Host   の   Pyramix ） が サ ン プ リ ン グ レー ト 
を 決 め、 そ れ に 応 じ て   Anubis   が   PTP マ ス ター （時 計 の ア イ コ ン が 付 い て い る） と な り、 動 作 し ま す。  

 

13. 次 に、 こ れ ら ２ つ の デ バ イ ス を マ ウ ス で ド ラッ グ し て 選 択 す る と、 右 の   “MATRIX”   に ⼊ 出 ⼒ が 
表 ⽰ さ れ ま す。  

14. こ こ で、 ASIO   Output   1   と   ２ を   Anubis   DAW   1-2-1   と   2   の 交 点 を ク リッ ク と、  
15. Anubis   Combo   1/2-1 と 2 の 出 ⼒ と ASIO   Input   1   と   ２ の 交 点 を ク リッ ク し て 明 る い 緑 ⾊ に し、  
16. 左 上 に あ る   “Apply   Multicast”   を ク リッ ク し ま す。  

 

 
  

dsp     Japan      Ltd,     4-8-5   Nakameguro,   Meguro-ku,   Tokyo   153-0061  

T   :   03-5723-8181   F   :   03-3794-5283   U   :   http://www.dspj.co.jp  
11  



 
 

 
  

数 秒 す る と こ れ ら 交 点 は パー プ ル と な り、 接 続 が 正 常 に 完 了 し た こ と を 表 ⽰ し ま す。  

Pyramix の   Mixer   の ⼊ 出 ⼒ を ASIO に 割 り 当 て る  
前 章 ま で で オー ディ オ   イ ン ター フェー ス か ら ア プ リ ケー ショ ン の ⼿ 前 ま で の 間 の 配 線 が 終 わ り ま し 
た。 後 は ASIO か ら ア プ リ ケー ショ ン へ の 配 線 を 終 わ ら せ れ ば 設 定 は 終 了 で す。  

17. ま ず ⼊ ⼒ 側 の 設 定 で す が、 モ ニュー ル ⼀ 番 下 に あ る   XLR 部 分   を ク リッ ク し て、 １ の ス ト リッ プ 
の ⼊ ⼒ を   “MAD   ASIO   Bank   0”   >   “1(MAD   Input   1)”   に 設 定 し、 同 様 に ２ の ス ト リッ プ の ⼊ ⼒ を  
“MAD   ASIO   Bank   0”   >   “2(MAD   Input   2)”   に 設 定 し ま す。  

 

18. 設 定 す る と、 こ れ ら ⼊ ⼒ で あ る   Combo   1/ ２ に 装 備 さ れ て い る   Mic/Line   切 り 替 え や ト リ ム コ ン 
ト ロー ル が Mixer 上 に 表 ⽰ さ れ ま す。  
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19. 次 に   Mixer   の   1 と ２ の 出 ⼒ を   “1(MAD   Output   1)”   と   “2(MAD   Output   2)”   に 設 定 し ま す。  

 
以 上 で 設 定 は 終 了 で す。  

オ ペ レー ショ ン  

録 ⾳  
こ の 例 で は、 Anubis 背 ⾯ パ ネ ル の XLR に 接 続 し た ⾳ 声 が、 Anubis の プ リ ア ン プ を 通 し て、 Pyramix の ト 
ラッ ク 1/2 に 録 ⾳ す る こ と が で き ま す。  
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再 ⽣  
Pyramix の ト ラッ ク 1/2 に 録 ⾳ し た ⾳ 声 は、 Anubis の   WebGUI   で   SOURCES   を   “DAW   1-2”   に 選 択 す る 
と 聴 く こ と が で き ま す。  

 

※Anubis の 操 作 ⽅ 法 に つ い て は、  マ ニュ ア ル  を 参 照 し て く だ さ い。   
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テ ン プ レー ト の 保 存  

希 望 の プ ロ ジェ ク ト が 作 成 で き た ら、 Project   >   Save   as  
Template   で テ ン プ レー ト と し て 保 存 が で き ま す。  

次 回 か ら   Project   >   New   from   Template   で 開 く こ と が で き る 
た め、 初 回 に ⾏っ た Project 作 成 の プ ロ セ ス を ⾶ ば し て 簡 単 に 
新 し い Project を 作 成 す る こ と が で き ま す。  

ANEMAN で の 接 続 も、 ネッ ト ワー ク に 接 続 し て い る 機 器 が 同 
じ で あ れ ば 同 様 の コ ネ ク ショ ン を 再 現 す る た め、 設 定 を ⾏ う 
必 要 は あ り ま せ ん。  

テ ン プ レー ト の 保 存 場 所  

テ ン プ レー ト は、 デ フォ ル ト で は、” C:\ProgramData\Merging   Technologies\Pyramix\Templates”   に 保 存 
さ れ て い ま す。  

こ れ を   ” ド キュ メ ン ト”   な ど の 分 か り や す い 位 置 に 保 存 し た い 場 合 は、 Pyramix の メ ニュー   “Settings   >  
All   Settings”   を 開 き ま す。  

そ の 中 の 左 欄 の、” Application   >   Location”   を ク リッ ク し て 開 く と、 右 欄 に   ”Default   Template   location”   が 
あ り ま す。 右 に あ る   “Browse“   を ク リッ ク し、 起 動 し た エ ク ス プ ロー ラー で パ ス を 指 定 し ま す。  

 

※Pyramix の 操 作 ⽅ 法 や 他 の 設 定 に つ い て は、  各 種 マ ニュ ア ル  を ご 参 照 く だ さ い。   
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Pyramix   Native   -   CPU   reading  

Pyramix   の   CPU メー ター  

Pyramix の 下 部 バー に 表 ⽰ さ れ る CPU 負 荷 は、 Windows タ ス ク マ ネー ジャー で 計 算 さ れ た CPU 使 ⽤ 率 で 
は あ り ま せ ん。  
Native の CPU 負 荷 は、 「（オー ディ オ フ レー ム の 処 理 時 間） / （ 1 フ レー ム の ⻑ さ） *   100 」 と し て 計 算 さ 
れ ま す。  
つ ま り、 「 1 オー ディ オ フ レー ム で 処 理 す る た め に 使 ⽤ さ れ る 時 間 の 割 合」 を 表 し て い ま す。 こ の イ ン 
ジ ケー ター は、 処 理 時 間 中 の CPU の ス トー ル も 使 ⽤ 率 に ⼊ れ ら れ る た め、 「 CPU の 使 ⽤ 率」 よ り も 現 実 
的 で す。  
（ MassCore ベー ス の シ ス テ ム で は、 CPU 負 荷 イ ン ジ ケー ター は VST メー ター に よっ て 補 ⾜ さ れ ま す）  

コ ア   リー ディ ン グ （ Pyramix   25th   Aniv.   以 降） プ ラ グ イ ン  

こ の プ ラ グ イ ン は、 プ ラ グ イ ン ⾃ 体 の デュ レー ショ ン を 測 定 し ま す。 「（オー ディ オ フ レー ム の 処 理 時 
間） / （プ ラ グ イ ン ⾃ 体 の デュ レー ショ ン） *   100   =   プ ラ グ イ ン の 負 荷」  
次 に、 複 数 の プ ラ グ イ ン （例 と し て ス ト リッ プ ま た は バ ス 上 の プ ラ グ イ ン） を 計 算 し、 そ れ ら の 合 計 を 
計 算 し ま す。  
こ れ が、 Pyramix   CPU と Plugins   Distribution   Core の 負 荷 に 違 い が あ る 理 由 で す。  
さ ら に CPU は、 フ レー ム 内 で 計 算 さ れ た 他 の タ ス ク も 含 み ま す （例 ： プ ラ グ イ ン   ディ ス ト リ ビュー 
ショ ン   エ ン ジ ン）。  

Windows   の   CPU リー ディ ン グ  

Windows タ ス ク マ ネー ジャー は、 CPU 時 間 を CPU 容 量 の パー セ ン テー ジ と し て 測 定 し ま す。  
CPU （各 コ ア） に は、 3 つ の ⼀ 般 的 な 状 態 が あ り ま す。  
 

1. In-Process ： カー ネ ル か ユー ザー か に 関 係 な く、 シ ス テ ム 内 の い く つ か の ス レッ ド が 実 ⾏ さ れ 
て い ま す。 こ の 状 態 で 費 や さ れ た 時 間 は、 常 に 使 ⽤ 済 み と し て カ ウ ン ト さ れ ま す。  

2. Context-switching ： こ の 時 間 は 使 ⽤ 量 と ⾒ な さ れ る か、 まっ た く カ ウ ン ト さ れ ま せ ん。 通 常、 
無 視 で き る ほ ど ⼩ さ い 値 で す。  

3. Idling ：   CPU は シ ス テ ム   ア イ ド ル   プ ロ セ ス の コ ン テ キ ス ト に あ り、 本 質 的 に 「休 ⽌」 し て い ま 
す。 こ の 時 間 は 常 に ア イ ド ル 時 間 と し て カ ウ ン ト さ れ ま す。  

CPU   load   indicator   レ ン ジ  

グ リー ン 0   %   ~   74%   =   安 全 圏  
オ レ ン ジ 75%   ~   84%   =    中 等 度 の  リ ス ク   *  
⾚ 85%   ~   100%   =   ハ イ リ ス ク  

 
● 注 意 ： 最 近 の ラッ プ トッ プ を Native で 使 ⽤ す る 場 合、 CPU 負 荷 が 中 間 点 付 近 に 達 す る と パ 
フォー マ ン ス の 問 題 を 引 き 起 こ す こ と が 多 く ⾒ ら れ ま す。 ラ ン ダ ム な CPU ジャ ン プ に よ り、 突 
然 の グ リッ チ を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ り ま す。 こ れ は ベ ン チ マー ク   テ ス ト を ⾏っ た と き に も ⾒ 
ら れ ま す。  
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